
TOP I C S

　毎年恒例になった、かみ
なか農楽舎(末野)の収穫
祭が秋晴れのもと盛大に
開催されました。
　人気の野菜直売や、新
米の販売コーナーは、たく
さんの人で賑わっていまし
た。他にも炭火焼きで野菜
などを焼くコーナーや、餅
つき体験などがあり、収穫
の喜びが感じられる一日と
なりました。

かみなか農楽舎収穫祭11/3

若狭町文化祭11/4

上中中学校の中庭を緑のじゅうたんに11/8

　この日JR小浜線(十村～小浜)が開通100周年を迎え、JR上中駅で
100周年記念イベントが行われました。地域づくり100円マーケットでは、
お米や野菜など地元産品を100円の記念価格で販売する屋台や、100m
プラレール、餅・お菓子まきなどに子どもからお年寄りまで多くの人が集
まり、賑やかに100周年をお祝いしました。発車合図体験に参加した森川
弦くん(6歳)は「緊張したけど楽しかった！」と笑顔で答えてくれました。

ついに100周年小浜線！11/10

　福井県の郷土料理「へしこ」。地域資
源としての可能性を発見しようと「へし
こサミット2018」がみさき漁村体験施設
「みさきち」(神子)で開かれました。同施
設の指定管理者である学校法人金井学
園の福井工業大学が初めてイベントを企
画しました。
　学生が一年かけて梅干しを漬け込ん
で仕上げたオリジナルへしこの樽あげ
や、県内生産者によるへしこ製法の紹介
などがありました。また参加者も加わり、
学生が考案したへしこ料理の試食も楽し
みながら「へしこ」について考えました。

へしこサミット201811/10

　県が河内で整備を進めている河内川ダムが
完成間近となっています。この日、地元に建設
されるダムに愛着をもってもらおうと熊川小学
校全校児童を対象にダムに直接ペンキで絵を
描く「お絵描き大会」が実施されました。
　それぞれ自分の名前の型紙やもみじの型紙
におもいおもいの色のペンキを塗り記念にしま
した。
　その後、平成28年度より熊川地区地域づく
り協議会と協力して育てているもみじの苗木を
ダム整備に活用してもらおうと贈呈しました。

河内川ダム「お絵描き大会」

　福井しあわせ元気大会(全国障害者スポーツ大会)に来県された皇太子さまは、
この日敦賀市でフットベースボールを観戦された後、若狭町（鳥浜）の福井県年縞
博物館を訪問され、山根一眞特別館長や中川毅立命館大教授の説明を受けなが
ら7万年分の年縞標本などを視察されました。沿道には多くの町民がお出迎えし
ました。

　町内で文化活動をしている団体や個人が発表・交流
することを目的とした若狭町文化祭がパレア若狭で開
催されました。絵画や俳句、陶器、工作物などの多彩
な作品で会場全体が彩られ、音楽ホールでは、音楽
や芸能の発表が盛大に行われました。
　今年は、玄関前広場にて「若狭てづくり市」が初め
て開催され、ハンドメイドのアクセサリーや雑貨、お菓
子など様々なお店でにぎわいました。出店者による
ワークショップも開催され、子どもから大人まで多く
の町民が楽しめる文化祭となりました。

　上中中学校の生徒たちが、学校の中庭に芝を張る作業をしました。
　この取り組みは、同校の改修工事に伴い生徒たちが母校への愛着をより深め、卒
業した後も、地元を愛する郷土心を育てようと企画されたものです。この日は、3年
生72人が同校の同窓会の人たちに
教わりながら一枚一枚丁寧に芝を
張っていきました。
　良い天気に恵まれ、生徒は口々に
「パズルみたいで楽しい！」、「出来上
がっていくのがうれしい！」などと言
いながら作業に励んでいました。別
日には、1・2年生も作業に取り組み
生徒全員が手がけた緑のじゅうたん
が完成しました。

ま 話題ちの
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　初の合同企画として両博物
館が人類誕生から鳥浜の縄
文人の暮らしまでを紹介して
います。第1部は年縞博物館
で「福井への道のり」として
人類誕生から福井県への到
達までを、第2部は縄文博物
館で「福井への定着」として
県内に定住した縄文人の環境
と暮らしを展示しています。

お酒の問題を抱えていませんか？

若狭町民（若狭町国民健康保険特定健診受診者）の飲酒の実態

日本全体では、成人男性の2.1％、成人女性の0.2％の人に
アルコール依存症の疑いがあるという報告があります。

若狭町民は県内ではお酒を飲む量が多いといえます。

●特定健康診査問診項目「飲酒日の一日当たりの飲酒量は？」に対する回答

適正量以上（１～2合）
若狭町平均

15.4％

福井県平均

12.2％

生活習慣病のリスクが
高くなる量（2～ 3合）

多量飲酒（3合以上）

若狭三方縄文博物館・福井県年縞博物館
合同特別企画展「最初の福井人」開催

若狭町小中学校音楽会開催
　若狭町教育研究会が主催
する若狭町小中学校音楽会
が開催されました。小学校
は町内全10校が参加し、各
校合唱と器楽合奏を披露し
ました。少し緊張しながらも
一生懸命日ごろの練習の成
果を発表しました。他、三方
中学校、上中中学校の吹奏
楽部による演奏発表もあり、
芸術の秋を実感する1日と
なりました。

〈撮影：四方由紀子〉

11/30

第1回みさき祭開催

消防車両を更新
　この度、三方消防署に災害対応特殊救急自動
車と三方消防団第二分団第二班(小川)に小型動
力ポンプ付軽積載車が新しく配置され、この日そ
の披露が三方消防署で行われました。この救急車
は、応急処置を行うため自動心臓マッサージ機な
どの設備を有した最新の四輪駆動であり、また軽
積載車は配置する小川という地域に合わせ小型な
がらも最新のポンプを積載しています。

　4月よりスタートした「若狭町行財政改革プラン」の実施状況を点検し、
今後の改革に対する提言がありました。それによると公共施設等の民営
化は順調に進められているが、さらなる歳出事業の見直しや財源の確保
を進めるように求めています。
　会長の南保勝県立大地域経済研究所所長は「さらなる若狭町の発展
のためには、この歴史や文化、観光資源を有効に活用し、行政のトップ
である町長を中心に職員、そして町民が一丸となり効率化を図り、身の
丈にあった行財政にしていくことが大切です。」と話しました。

11/24

※：AA（アルコホーリアス・アノニマス）
　さまざまな職業・社会層に属している人たちが、アルコールを飲まない生き方を手にし、それを続けていくために
自由意志で参加している世界的な団体です。AAのメンバーになるために必要なことは、飲酒をやめたいという願
いだけです。会費や料金は必要ありません。詳しくは 090-4323-1477（モリ）までご連絡ください。

ミーティング風景

出典：厚生労働省科学研究費補助金　WHO世界戦略を踏まえたアルコールの有害使用対策に関する総合的研究、研究代表者　樋口進

出典：平成29年度特定健康診査質問票項目別集計（国保連合会）

若狭町平均

5.4％

福井県平均

4.5％

若狭町平均 福井県平均

1.2％ 1.2％

　若狭町には12年前より活動している断酒グループ（AA※）
があります。先日パレア若狭でのミーティングが600回を迎えま
した。(毎週金曜日夜7時～8時まで パレア若狭和室にて)
問い合わせ 保健医療課 ☎0770-62-2721

11/17
～1/20

11/18

　若狭町みさき漁村体験施設「みさきち」で、みさき祭りが開催されました。若狭
町民と福井工業大学との交流を深めようと、西浦地域づくり協議会が初めて企
画。地域住民は、水揚げされたばかりのブリなどの刺身を振る舞ったほか、魚さ
ばき体験を指導し、学生らがアジの開きに挑戦しました。一方、学生は、アクセサ

リー作りコーナーを開
いたり、留学生がベト
ナム料理を提供するな
ど、お互いの長所を活
かしたたくさんの催し
があり、多くの親子連
れで賑わいました。

若狭町行財政改革懇談会より
提言を町長へ報告

11/29
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平成３０年度【福井ライフ・アカデミー共催講座】

若狭町生涯学習
◆募集対象者
　県内在住の学習意欲がある方。

◎開催予定日時 平成31年1月25日(金) 13：30～ 15：00 
◎学習会場 リブラ若狭2階 研修室（若狭町中央公民館）
◎講師 福井医療短期大学 リハビリテーション学科

言語聴覚学専攻 助教　保屋野　健悟 氏

◆申し込み 
　お電話で各講座の2日前までに、
　教育委員会事務局へお申し込みください。

入場
無料

主催・申込み ／ 若狭町教育委員会事務局　電話０７７０-６２-２７３１

講 座 案 内
学習テ－マ《健康づくり》

『楽しく美味しく食べ続けるために』
～飲み込む機能の維持・向上について～
　加齢とともに食べたり・飲み込む機能（摂食嚥下機能）が低下すると言われ、
その影響で肺炎などを起こすこともあります。楽しく、美味しく食べ続けられる
よう訓練（練習）、気をつけるポイントなど実技を交えながらお話しします。

◎開催予定日時 平成31年2月8日(金) 13：30～ 15：00 
◎学習会場 リブラ若狭2階 研修室（若狭町中央公民館）
◎講師 福井医療短期大学 看護学科

教授　藤本　ひとみ 氏

『睡眠と健康』～良質な眠りとは～
　睡眠不足は健康に影響を及ぼすと言われています。良質な睡眠を得るため
の方法についてお話しします。

◎開催予定日時 平成31年2月21日(木) 13：30～ 15：00 
◎学習会場 リブラ若狭2階 研修室（若狭町中央公民館）
◎講師 福井医療大学 リハビリテーション学科

理学療法学専攻 教授　藤本　昭 氏

『転倒予防対策について』
　身体機能と身体認知能力がバランス能力に与える影響について、効果的な
バランス向上運動について紹介します。

※講師等の都合により、開催予定日が変更となる場合があります。ご了承ください。


